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は
じ
め
に

　

近
年
、
織
豊
期
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
優
れ
た
研
究
が
相
次
い
で
い
る
。
と
り
わ
け
、
織
田
信
長
、
徳
川
家

康
に
関
し
て
は
、
早
く
か
ら
奥
野
高
廣
『
増
訂 

織
田
信
長
文
書
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
）、
中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
文

書
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
）
が
刊
行
さ
れ
、
い
ち
早
く
研
究
が
進
ん
だ
。
最
近
で
は
、
信
長
、
家
康
の
一
般
向
け
の
伝

記
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
、
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
書
が
テ
ー
マ
と
す
る
豊
臣
秀
吉
に
関
し
て
は
、
よ
う
や
く
史
料
集
（
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣
秀
吉
文

書
集
』
吉
川
弘
文
館
）
の
刊
行
が
終
盤
に
近
づ
い
て
き
た
ば
か
り
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
秀
吉
に
関
す
る
研
究
は
非
常
に

多
い
も
の
の
、
長
ら
く
一
般
向
け
の
伝
記
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
「
鶏
が
先
か
、
卵
が
先
か
」
の
よ
う

な
話
に
な
る
が
、
秀
吉
の
史
料
集
の
刊
行
が
進
ま
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

秀
吉
の
時
代
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
実
に
多
岐
に
わ
た
る
。
古
く
は
戦
後
の
太
閤
検
地
論
争
が
有
名
で
あ
る
が
、
以
後

も
刀
狩
り
、
惣
無
事
な
ど
の
諸
政
策
、
文
禄
・
慶
長
の
役
な
ど
の
対
外
関
係
史
な
ど
、
話
題
は
実
に
豊
富
で
あ
る
。

　

本
書
が
テ
ー
マ
と
す
る
の
は
、
秀
吉
が
い
か
に
し
て
台
頭
し
、
諸
大
名
を
屈
服
あ
る
い
は
滅
亡
に
追
い
込
ん
だ
か
な

ど
の
交
渉
や
合
戦
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
秀
吉
の
天
下
統
一
過
程
」
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
、
お
お
む
ね
本
能
寺
の
変

が
勃
発
し
、
織
田
信
長
が
横
死
し
た
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
か
ら
小
田
原
征
伐
が
終
わ
っ
た
天
正
十
八
年
七
月
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ま
で
で
あ
る
。
執
筆
に
際
し
て
は
、
戦
い
の
経
過
は
必
要
最
小
限
に
抑
え
、
秀
吉
が
諸
大
名
を
配
下
に
収
め
る
ま
で
の

交
渉
過
程
に
力
点
を
置
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
秀
吉
の
権
力
形
成
過
程
や
天
下
統
一
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試

み
る
も
の
で
あ
る
。

　

秀
吉
は
天
下
統
一
を
進
め
る
上
で
、
様
々
な
手
段
を
講
じ
て
諸
大
名
を
従
属
下
に
置
い
た
。
例
え
ば
、
毛
利
氏
に
対

し
て
は
、
領
土
画
定
の
交
渉
を
通
し
て
服
属
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
土
佐
長
宗
我
部
氏
や
薩
摩
島
津
氏
に
対
し
て

は
、
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
も
っ
て
実
際
に
彼
ら
の
領
国
へ
攻
め
込
み
、
降
伏
さ
せ
た
上
で
和
睦
条
件
を
飲
ま
せ
、
配
下

に
収
め
た
。
一
方
で
、
小
田
原
北
条
氏
に
対
し
て
は
二
十
数
万
人
も
の
大
軍
を
動
員
し
、
直
接
攻
め
込
ん
だ
上
で
滅
亡

に
追
い
込
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
秀
吉
は
当
事
者
の
大
名
の
み
な
ら
ず
、
関
係
す
る
諸
大
名
と
書

状
を
取
り
交
わ
し
て
、
巧
み
に
和
睦
な
ど
の
交
渉
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
秀
吉
に
よ
る
和
睦
な
ど
の
交
渉
に

分
析
の
力
点
を
置
い
た
の
が
特
長
で
あ
る
。

　

本
書
を
通
し
て
、
時
系
列
（
秀
吉
が
諸
大
名
を
屈
服
、
和
睦
、
滅
亡
さ
せ
た
順
）
に
沿
っ
て
、
秀
吉
の
天
下
統
一
の
過

程
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。
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第
一
章 

清
須
会
議
後
の
羽
柴
秀
吉
と 

柴
田
勝
家

角
　
　
明
　
浩

信
長
在
世
期
の
柴
田
勝
家

　

柴
田
勝
家
は
、
尾
張
国
上か
み

社や
し
ろ

村
（
下
社
村
と
も
。
名
古
屋
市
名
東
区
）
出
身
で
、
織
田
信の
ぶ

勝か
つ

（
信
長
の
弟
）
付
き
の
家

老
と
し
て
一
時
は
信
長
に
敵
対
し
た
が
、
信
勝
死
後
は
許
さ
れ
て
、
以
降
は
信
長
に
仕
え
た
。
信
長
が
永
禄
十
一
年
（
一

五
六
八
）
に
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
た
あ
と
は
、
信
長
の
奉
行
人
と
し
て
文
書
を
発
給
す
る
な
ど
政
務
に
携
わ
る
。

ま
た
、
畿
内
や
近
江
国
・
越
前
国
な
ど
各
地
を
転
戦
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）、
朝
倉
家
滅
亡
後
に
蜂
起
し
た
一
向
一
揆
を
信
長
が
鎮
圧
す
る
と
、
勝
家
は
越
前
の
う
ち

八
郡
（
坂さ

か

北き
た

・
坂さ

か

南み
な
み・

吉よ
し

田だ

・
足あ

す
わ羽

北
・
足
羽
南
・
丹に

ゅ
う生

北
・
今い

ま

北き
た

西
・
今
北
東
）
を
任
さ
れ
た
。
ま
た
前
田
利
家
・
佐さ
っ
さ々

成な
り

政ま
さ

・
不ふ

破わ

光み
つ

治は
る

の
三
人
に
は
府
中
周
辺
の
二
郡
が
、
金か
な

森も
り

長な
が

近ち
か

に
は
大お
お

野の

郡
の
約
三
分
の
二
、
原は
ら

政ま
さ

茂し
げ

に
は
約
三
分

の
一
が
そ
れ
ぞ
れ
任
さ
れ
た
（『
信
長
公
記
』）。
信
長
に
よ
る
新
た
な
越
前
支
配
は
、
こ
の
よ
う
に
武
将
を
配
置
し
て
分
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割
統
治
さ
せ
、
ま
た
勝
家
が
軍
事
指
揮
権
を
付
与
さ
れ
、
こ
れ
ら
諸
将
を
統
率
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

勝
家
は
、
畿
内
か
ら
北
陸
地
方
へ
抜
け
る
際
の
玄
関
口
に
あ
た
る
越
前
の
支
配
を
強
固
な
も
の
と
す
る
と
同
時
に
、

隣
接
す
る
加
賀
の
一
向
一
揆
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
い
る
越
後
の
上
杉
家
（
上
杉
謙
信
）
に
対
し
て
、
越
前
北き
た
の
し
ょ
う
庄
（
福

井
市
）
を
本
拠
に
織
田
家
の
北
陸
方
面
の
総
責
任
者
と
し
て
そ
の
攻
略
に
あ
た
っ
た
。
勝
家
は
東
北
の
伊
達
輝て
る

宗む
ね

の
家

臣
遠え

ん

藤ど
う

基も
と

信の
ぶ

に
宛
て
た
書
状
で
、
自
ら
を
「
北
国
表
の
警
護
の
た
め
越
前
に
居
置
か
れ
候
」、
つ
ま
り
北
国
の
警
護
の

た
め
に
越
前
に
置
か
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
（「
建
勲
神
社
文
書
」）。
実
際
、
勝
家
は
天
正
八
年
か
ら
九
年
頃
ま
で
に
加

賀
国
、
ま
た
能
登
国
を
平
定
し
、
さ
ら
に
上
杉
景か

げ

勝か
つ

と
戦
っ
て
越
中
国
の
ほ
ぼ
半
分
を
攻
め
取
っ
て
い
た
。

　

勝
家
の
越
前
支
配
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
織
田
権
力
下
で
の
家
臣
に
よ
る
領
域
支
配
の
好
事
例
と
し
て
研
究
が
進

み
、
そ
の
支
配
が
自
律
的
・
独
立
的
だ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
あ
く
ま
で
信
長
の
裁
量
に
規
制
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
か
が

議
論
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
勝
家
を
は
じ
め
領
域
支
配
者
に
は
「
排
他
的
」
支
配
権
が
委
ね
ら
れ
た
と
し
、
越
前

で
の
黒
印
状
を
多
用
し
た
勝
家
の
領
域
支
配
の
展
開
は
、
羽
柴
秀
吉
や
明
智
光
秀
の
支
配
領
域
に
も
見
ら
れ
な
い
独
自

の
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
丸
島
：
二
〇
一
一
）。

　

な
お
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
秀
吉
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
秀
吉
は
天
正
元
年
か
ら
「
木
下
」
に
代
わ
り
「
羽
柴
」
姓

を
名
乗
る
が
（
そ
の
後
も
「
木
下
」
姓
は
通
用
し
、
ま
た
自
分
で
も
用
い
て
い
た
）、
こ
の
姓
は
織
田
家
の
重
臣
丹
羽丶

長
秀

と
柴丶

田
勝
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の
姓
の
一
字
を
採
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
竹
中
重し
げ

門か
ど

（
重し

げ

治は
る

の
嫡
男
）
の
著
書

『
豊と

よ

鑑か
が
み』

に
も
書
か
れ
て
い
る
（
谷
口
：
二
〇
一
〇
）。
ま
た
天
正
三
年
八
月
、
勝
家
を
総
大
将
と
す
る
北
陸
攻
略
軍
に

お
い
て
、
南
下
す
る
上
杉
謙
信
へ
の
対
応
を
め
ぐ
り
、
陣
中
で
勝
家
と
秀
吉
が
対
立
。
秀
吉
が
勝
手
に
帰
陣
し
て
、
信


